





















1995 年 1 月 17 日に発生した兵庫県南部地震を取
















四川地震の発生から約 1 年を経過した 2009 年


























四川地震の発生した時期は 2008 年 5 月 12 日
15 時 28 分（日本時間）であり、地震の規模を示
すマグニチュードは MW=7.9 または MS=8.0 と報
告されている。震源の位置は東経 31.0 度、北緯














































































































































































































て RC 補強した 2 階建てのレンガ造であるが、日
本から派遣されたボランティア・グループの助言















































































RC 補強のレンガ造：　基礎梁や柱部を RC 造と
して、建屋の壁面にレンガを積み上げる工法で
あった。扉や窓の開口部を補強するために、RC
梁を部分的に採用していた。すなわちRC造の柱・
梁において仕口部を緊結していないので構面が連
続せず、ラーメン構造のようなフレームを構成し
ていない。
現地で入手できる建築資材が限定されているも
のの、わが国で採用している建築の構造技術ある
いは耐震技術を援助する余地があると想定される。
7　まとめ
本現地調査を実施した時期が四川地震の発生か
ら 1 年余りを経過し、また調査期間がごく限られ
ていたので、残存する被災の痕跡をたどるととも
に、復興状況を確認する作業に終始した。それで
もなお、次に掲載した特筆すべき事項を指摘でき
る。
①　これまでに幾多の活動実績が認められる龍
門山断層帯のような地震断層であっても、大
規模な地震活動を再開する可能性が残されて
いること。
②　近年に発生した逆断層による地震被害はあ
る程度まで類型化できるが、地震断層の規模
に比例して被災規模が拡大するとともに、併
発した土砂災害などに起因して複合的な被害
の付随する可能性が高いこと。
③　震災後に導入する仮設住宅の建設など採用
期間を限定した復興計画であっても、上屋の
耐震性能のみならず広域地形の震動特性を把
握したうえで実施する必要があること。
④　本格的な震災復興計画を立案する際、被災
168 研究紀要『災害復興研究』第 2号
地域そのものの耐震性能を確保しがたい場合
には、復興地域の全体を安全性の高い箇所へ
移転したうえ、改めて再興をはかる方針も除
外しがたいこと。ただし我が国のように住宅
地の民間所有が進展した国々では、当該の被
災地から遠く離れて震災復興を進めることが
必ずしも容易ではない。震災からの復興作業
を進めるに当たり、物理的な課題と民事上の
課題が相容れない場合には、政策上の例外的
な措置を検討することも有効と考えられる。
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